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北病棟チームカンファレンス記録

平成２０年　２月　１８日　（月）

司会　藤原　英佳　　　　　　記録　石岡　啓子
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※出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（印）する事。

＜連絡事項＞

・医療安全情報が広報されました。今回は「注射器に準備された薬剤の取り違え」です。確認してください。
・至急の検査結果報告について
件名について以前メールで、現在の方法として“ＦＡＸ”のみによる報告でしたが、「ＦＡＸが届かない」「病棟への報告までに時間がかかる」等の問題点が出てきた為今後“ＦＡＸとＴＥＬ”の2つの方法で緊急時の報告を受けていくことにしていましたが、再度、報告方法に変更がありましたので、確認してください。
現在、緊急時検査の場合、“ＦＡＸとＴＥＬ”の2つの方法で報告を受けていくことにしていますが、検査センターからの「ＴＥＬ」は、電話による検査数値の報告ではなく「今、○○様のＦＡＸを送信しました。」のみの電話連絡となります。

検査センターから電話を受けた部署は、今まで通り患者様の入院病棟へ転送して下さい。

緊急検査依頼病棟は、ＦＡＸが届いているかを確認し、届いていない場合は検査センターへ折り返し電話する旨を伝えて下さい。

・医事室管理の切手使用時の台帳記入について
今まで、切手使用時の管理がされておらず使用量等の把握がされていなかった為、今後は台帳に記入し管理を徹底することとします。

不明な点はその都度医事スタッフへ声かけしてください。

・病院作業療法実習生1名が実習に入ります。

養成校名：弘前ホスピタリティーアカデミー

学年　　：2年

学生氏名：村上　由紀

実習期間：2月18日～3月7日（3週間）

実習目的：作業療法の役割・機能を学ぶ。作業療法評価方法

　　　　　の習得、作業療法士としての基本的な態度の習得。

担当患者様：若松　澄子様（西病棟）
・3/1(土)より書式変更後の病棟管理日誌記入開始となります。3/1(土)は深夜帯のみの入力となります。勤務に関しての入力は実績入力として、当日の日勤帯において各病棟の管理者(SGMもしくはJGM、SGM・JGM不在時は当日のリーダー)が入力作業を実施するとのことです。間違いのないよう入力してください。

＜患者様連絡事項＞

・坂本　のり子様～先週父様亡くなられ火葬の為、本日6：00～2/19(火)10：00まで

外泊予定となっています。御家族様は、今日中の帰院を希望しているようです。本日帰院出来る際には、御家族から連絡が入る

　　　　　　　　　ことになっています。

・吉田　富秋様～昨日、スタッフ付き添いにて衣類購入目的で｢しまむら｣まで買い物に出かけています。その際ズボンの裾上げ依頼しており、2/24(日)の出来上がりとなっている為スタッフ付き添いでの外出届けを主治医へ提出しています。

・戸賀沢　潔様～昨日、御家族様面会に来られています。面会時、本人へ1万円手渡しし、三千円は服薬ボード代としてスタッフ預かりとなっています。服薬自己管理は2/27(水)から開始予定となっています。

・鷹巣　淳一様～昨日、御家族(姉様)面会に来られています。単独外出泊承諾書に御家族様より承諾記入して頂いています。小遣いについては１万２千円と決め、面会時に手渡すこととし通帳解約することにしています。退院後の姉様の意向として、新郷での一人暮らしを予定していますが、服薬の管理を含め以前の生活習慣を見直して規則正しい生活リズムを身に付けて欲しいと希望あります。

＜リハビリテーションプログラム内容、経過報告＞

・リハビリテーションプログラムへの参加率は以前より良くなってきています。
・疾病教室～患者様の反応は良い様子見られています。1回の教室で6人、7人の患者様を行う場合、１つのテーブルでは間に合わない為、再度人数調整を検討必要との意見聞かれています。

・料理教室～役割分担をし、事故もなく行うことできていました。次回は振り返りとなっています。担当スタッフ間でも振り返りをしてはどうかとの意見聞かれています。

・生活習慣改善プログラム

・患者様が個々の食生活を見直し、自ら体重減少、合併症の予防、早期発見に努める。

・退院後も継続して生活習慣病予防に努める。

上記の目的から場合によってはケアプランに反映していくことも必要ではないかとの意見聞かれています。

プログラム内容目的を説明しストレッチ体操、ウォーキングを行っています。

・ナイトプログラムについて

個々の患者様の記録としてはわかり易いのですが、その時にスタッフがどのように

介入しているのか、全くわかりません。患者様の記録も大事ですが、スタッフの介入や介入がどうであったのか、実施記録をフルに活用して欲しいと思います。とのことから話合いをしています。

・実施記録の書式を検討してはどうか

・報告の方法はどうするか

・朝の申し送りに報告するのではなくカンファレンスで一週間の報告、検討してはどうか

・患者様ミーティングと必要事項のみを朝の申し送りに報告報告してはどうか

との意見聞かれています。担当スタッフは検討お願いします。

＜週間予定＞

・2/18(月)　坂本　のり子様　外泊（2/18　6：00～2/19　10：00）
15：30～小坂Dr勉強会

・2/19(火)　17：30～院内研修

・2/20(水)　沢田　三朗様10：00デイケア見学　下平PSW付き添い
寝具交換(布団カバー)
・2/21(木)　大上なみ様　小坂Ｄｒ診察

皮膚科診察

・2/22(金)　歯科診察　布施邦雄様・滝澤久江様・山火るい子様・中野渡鉄男様・鷹巣淳一様

　　　　　　モップ出し

夜間救急病院当番～2/24(日)まで

＜受け持ち患者NCP評価、検討＞

沢田　三朗様～退院前訪問指導を3/1(土)に行うこととなっています。2/20(水)退院に向けてデイケア見学を予定しています。御家族来院時、見学状況を伝えると共に、御家族のデイケア見学の意向について確認して下さい。退院後はデイケア通所予定としていますが、週末(土・日)の過ごし方（家業の手伝いを行う等）について本人・御家族を交えて話し合っていくこととします。

鷹巣　淳一様～転入後は不安の訴えや問題もなく経過しています。買い物はスタッフ付き添いで毎週月曜日としています。疾病教室への参加も問題なく取り組むことできていますが、入院前より約9㎏の増加見られています。原因として本人は夜中の間食と話されている為、夜中の間食は控えるようにと介入し了解されています。疾病教室終了後、服薬自己管理を行う予定としています。日課・プログラムの取り組み状況や睡眠状況について観察・確認していきましょう。2月18日（火）ケースカンファにて主治医の治療方針を確認の上、目標設定とケアプランの検討を行うこととします。










